
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 学期の期末考査が終了しました。この期末考査に向けて、これまで以上に皆さんの前向きな

姿が見られた場面が多かったように思えます。 

 苦手意識からこれまで正面から学習に取り組むことができなかった人が頑張り始めた授業での

姿や、いつでもきっちりとノートやプリントにメモを書き入れている人の姿、休み時間に先生に

質問する人の姿等々、中学生として前向きに自分の力を伸ばそうとする多くの人の様子が見られ

ました。 

 今日までにすべての答案が返却されたと思います。「伸びている人」「伸び悩んでいる人」「今回

がんばった成果が出なかった人」「勉強が面白くなってきた人」「スマホの誘惑に勝たなきゃとが

んばった人」「計画的に進められるようになってきた人」、それぞれの「今」があるでしょうが、一

歩一歩確実にそれぞれの『目標』に近づいています。「伸び盛り」はまだまだこれから！ 

 

 

 

 

次の日曜日は勤労感謝の日です。「国民の祝日に関する法律」では、

『勤労を尊び、生産を祝い、国民が互いに感謝しあう日』とされていま

す。もともとはその年の収穫に感謝する宮中祭祀が行なわれていた日だったようです。 

「勤労」とは『自分の務めとして働くこと。(新明解)』とあります。そこには給料や報酬をもら

うことは記されていません。ということは、働いている大人に感謝することだけがこの日の意味

ではないと考えられます。明日から 3 日間、職場体験で大人がどのような思いや姿勢で働いてい

るかを学ぶことになると思いますが、働く大人だけでなく、給料をもらわずとも心をつくして働

いている人にも、仲間の勤労にも目を向けてみませんか。 

委員会や係の仕事に、目立たないけれど誠実に取り組んでいる人、下校時に開いたままの窓に

気付いて閉めてくれる人、授業後に仲間がしまい忘れたイスを何気なくしまっている人。普段当

たり前のように使っている物、キレイになっていることに気付かないほどキレイな状態が当たり

前になっているところ、いつもあるのが当たり前になっているもの。学校の中にもたくさんの「仲

間の勤労」の結果があります。明日からは、その「仲間の勤労」を土台として授業や行事・部活動

等の学校で過ごす時間が作られていることに目を向けてみましょう。互いに感謝しあいながら。 

そして「生産」。皆さんは「自分はまだ中学生だからまだ何も生産はしていない」と考えていま

せんか。でも、それは違います。日々、とても大切なものを生産しているはずです。あなたのその

「生産」は、きっと周囲の役に立っているはずです。それは、あなたの家族や友達が何を生み出し

ているのかが見えてくれば、同時にあなたもそれらを生み出していることに気付くことができる

でしょう。…さて、皆さんは何を生み出しているのでしょう。 
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週末は「勤労感謝の日」 

音楽祭 作文紹介 

『音楽祭を終えて』 生徒 

 私は音楽祭を終えて、クラス全体が団結できたと思います。そして私自身の成長にも繋が

ったと思います。 

 私は課題曲、時の旅人の伴奏者をやりました。指揮者、伴奏者は息を合わせることも大事

ですが、練習の後のクラスへのアドバイスも重要です。間違ったアドバイスをしてしまう

と、クラスの歌にも影響が出てしまうので、的確なアドバイスが出来るように頑張りまし

た。はじめはあまり的確なアドバイスが出来なかったのですが、練習を重ねるごとに、今の

歌に足りていないところを分かりやすく伝えられるようになりました。当日のクラス合唱で

はみんな指揮者、伴奏者が言っていたアドバイスがしっかり出来ていて、とても嬉しかった

です。 

 私は音楽祭実行委員としても、みんなをまとめたり、指示を出したりする場面が多くあり

ました。最初は１クラス 40 人ということもあり、全体に指示がうまく通らず、クラスをま

とめることができていませんでした。でも、パートリーダーや学級委員が周りに声をかけて

くれ、だんだんとみんなに指示が通るようになりました。また、今年から学年合唱を舞台上

でやることになり、並び順や入場の仕方などが複雑だったのですが、それぞれが声を掛け合

い素早く並んでくれたので、体育館の合唱練習でもスムーズに指示を出すことができまし

た。クラス全体が協力的になり、とても助かりました。 

 他にも 2 年 1 組では、千羽鶴作成という先生に指示されてはいない、自主的な活動があり

ました。一部の人から始まりましたが、音楽祭前日にはクラス全員が鶴を折っていました。

鶴のおかげでクラスの団結力や、みんなのやる気が上がり、とてもいいクラスだなと思いま

した。みんなで協力して千羽鶴を完成させたからこそ、掴み取れた最優秀賞だと思います。 

 私は今回の音楽祭でクラスをまとめるという力が以前よりついたと思います。でもそれ

は、パートリーダーなど、色々な人達の支えがあったからこその成長だと思うので、手伝っ

てくれたクラスメイトや先生方に感謝をしたいです。そして、身についたこの力を普段の学

校生活にも活かせるように頑張りたいです。 
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